
第58回(平 成15年 度)

日本セラミックス協会賞表彰

本会会員のうち,セ ラミックス産業の進歩発展 に資 し,本 会お よび業界 に対する功績顕著 な方,セ ラミック

スの科学技術 の研究 ならびに技術上の業績顕著な方に贈る 日本セラ ミックス協会賞については,協 会賞選考委

員会(功 労賞選考委員会,学 術賞 ・進歩賞 ・技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞選考委員会〉 において,昨 年来,被

推薦候補者(功 労 賞は被推薦有資格者名簿か ら;学 術賞13件,進 歩賞12件,技 術賞6件,技 術奨励賞7件,

功績賞3件)に ついて慎重 に選考の結果,第58回(平 成15年 度)受 賞者候補者 として次の28件 の方々を選 び,

1月30日 開催の理事会に諮 られ受賞者 として決定 しました.こ こに受賞者の業績推薦理由を紹介 します.

なお,表 彰式は,来 る5月28日(金)東 京(霞 が関ビル内 東海大学校友会館)で 開催 される第79回 通常総

会の席上 において行われ ます.

受 賞 者 一 覧

[功労賞4件]

太平洋セメン ト(株)木 村道夫

(財)日本板硝子材料工学助成会 小泉 健

元 ・(株)INAX田 代楠熊

元 ・日本プライブリコ(株)月 野 光秋

[学術賞6件]

旭硝子(株)伊 藤節郎

産業技術総合研究所 西井準治

愛媛大学 前川 尚

(財)フ ァインセラミックスセンター 松原秀彰

広島大学 山中昭司

東京工業大学 若井史博

[進歩賞6件]

物質 ・材料研究機構 長田 実

東京工業大学 木口賢紀

産業技術総合研究所 申 ウソク

岡山大学 都留寛冶

山口大学 藤森宏高

滋賀県立大学 吉田 智

[技術賞5件]

石川島播磨重工業(株)

グループ代表 石崎雅人

ほか 村田裕茂 ・茂垣康弘 ・宮原 薫

(株)富士通研究所

グループ代表 亀原伸男

ほか 栗原和明 ・クロス ジェフリー スコット・塚

田峰春

ジャパンスーパークオーツ(株〉

グループ代表 佐々木丈夫

ほか 麓 直隆 辻 義行,神 田 稔

住友大阪セメント(株)

グループ代表 高橋賢次

ほか 元木 徹,中 別府哲也,加 藤博貢

(株)ノ リタケカンパニーリミテ ド

グループ代表 中山和尊

ほか長井 淳,富 田秀幸

[技術奨励賞6件]

超電導工学研究所 荒木猛司

住友特殊金属(株)島 田武司

日本板硝子(株)瀬 戸啓充

(株)村 田製作所 林 宏一

日本特殊陶業(株)光 岡 健

TDK(株)村 瀬 琢

[功績賞11件]

京都市産業技術研究所 今井寛冶

功労賞選考委員会 委員長:平 野眞一,委 員:宇 田川重和 ・曽我直弘 ・柳田博明 ・伊奈輝三 ・重渕雅敏 ・坂部行雄 ・牧島亮男 ・

佐々 正 ・国分可紀

学術賞 ・進歩賞 ・技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞 ・選考委員会 委貝長1安 田榮一,委 員=〔 学術賞 ・進歩賞選考分科会〕石沢伸夫 ・

石田秀輝 ・武田保雄 ・板東義雄 ・小松高行 ・後藤 孝 ・西田俊彦 ・渡村信一,〔技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞選考分科会〕近藤和夫 ・

浜地幸生 ・牛込 進 ・山田陽一 ・菊月康二 ・平野昌弘

Recipients of The 58th  CerS1 Awards

注)写 真 は 日本 セ ラ ミッ クス協会 賞賞牌(径7c皿,中 央 部厚 さlc皿,デ ザ イ ン 木村 四 郎氏)
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功労賞

セメン ト産業および資源循環型社会構築

への貢献

き むら みち お

木村 道夫氏

木村道夫氏は,昭 和30年 に 日本セメ

ント(株〉に入社 し,平 成4年 に同社代表

取締役社長に就任 した,平 成10年 に同

社が秩父小野田セメント(株)と合併 し太

平洋セメント(株)と なった後 も新会社の

代表取締役社長として,環 太平洋圏での

セメント事業の推進,セ ラミックス事業

をはじめとする経営多角化など社業の発

展に努めるとともに,セ メン ト工場を中

心とした資源循環型社会の構築や,セ メ

ント流通構造の改革に貢献 した.

また,世 界経済人会議(WBCSD)の

セ メント産業部会(WGC)に 参加 して

地球的規模での社会 ・環境問題に積極的

に取 り組み,当 初セメントの原価低減策

として始まった廃棄物の原燃料化技術

を,産 業間ゼロエ ミッションを目指した

インダス トリアル クラスタリングにま

で発展させ,都 市ごみ等の生活廃棄物の

資源化の推進にも指導的役割を果たし

た,さ らに,同 氏はセメント協会におい

て,数 々の要職を歴任 し,平 成8年 から

10年 には会長 を務め,業 界の構造改善

や廃棄物有効利用の推進に尽力し,業 界

の発展に貢献 した.

以上のように,同 氏がセメント産業を

中核 とした資源循環型社会の構築を世界

に先駆けて推進 した功績は極めて大 き

く,日 本セラミックス協会功労賞に値す

るものとして,こ こに推薦する,

略 歴 昭和30年 東京大学法学部卒業,同 年

日本セメント(株)に入社,同59年 同社取締役,

同63年 同社常務取締役,平 成元年同社専務取

締役,同2年 同社代表取締役副社長,同4年

同社代表取締役社長,同10年10月 合併によ

り太平洋セメント(株)となり,同社代表取締

役社長に就任,同13年 同社代表取締役会長.

功労賞

光機能性ガラス材料の発展に対する貢献

こいずみ けん

小 泉 健氏

小泉 健氏は,昭 和34年3月 大阪大

学理学部物理学科を卒業 して同年4月 日

本板硝子(株)に 入社し,以 後,主 として

光ファイバー,微 小光学素子などの光機

能性ガラス材料の研究開発に従事 した.

特 に,昭 和43年 に屈折率分布型光学素

子 「セルフォック」の試作 に成功 し,そ

の後,長 年にわた り低損失光ファイバー,

レンズアレイ,マ イクロレンズなどの新

規光学素子の開発と事業化に尽力 した.

これらの製品は同社の新規事業の基盤に

なるとともに,光 通信,情 報電子機器な

どに関係する光学とガラス技術の発展に

大きく貢献 した.同 氏は昭和63年 か ら

4年 間にわたり国際ガラス委員会(ICG)

の技術統合委員を務め,オ プ トエ レク ト

ロニクスガラスの技術分科会TC-20を

創 設 した.TC-20で は座長 に就任 し,

国際シンポジウムを開催 して当該ガラス

分野の科学 と産業の発展を支援 した.ま

た,平 成10年5月 に日本セラミックス

協会副会長に就任 し,平 成12年 か らは

監事を務めた.以 上のように,自 ら発明

した光学素子 を原点 とした光機能性ガラ

ス材料の技術 と産業の発展に対する貢献

は多大であり,日 本セラミックス協会功

労賞に値するものとして推薦する.

略 歴 昭和34年 大阪大学理学部物理学科卒

業,同 年日本板硝子(株)入社.研 究所,第5

技術開発部,光ファインガラス事業部,企画室,

研究開発室を経て,昭 和62年 筑波研究所長,

平成2年 取締役に就任,同6年 取締役を退任

し11年 まで顧問.同7年(財)日 本板硝子材

料工学助成会専務理事に就任し現在に至る.

功労賞

タイル ・衛生陶器分野の技術向上と協会

活動への貢献

た しろ くす くま

田代 楠熊氏

田代楠熊氏は,昭和28年 伊奈製陶(株)

に入社 し,住 宅設備機器の開発 ・製造に

携わってきたが,特 に昭和50年 に技術

管理部長に就任 して以降,タ イル ・衛生

陶器の分析技術の向上,品 質維持向上に

努め,現 在の高品質で機能性を有するタ

イル ・衛生陶器実現の基礎を固めるとと

もに,タ イル業界,衛 生陶器業界の発展

に大きく貢献 した.

また,セ メント系建材,無 機質塗料の

研究開発も推進され,高 意匠 ・高耐久性

を有する窯業系建材 を開発,さ らにファ

インセラミックス分野への研究開発 も推

進され,セ ラミックス楽器等ユニークな

商品も開発 してきている,

さらに,同 氏は昭和59年 一60年 には

陶磁器部会長,平 成2年 ～4年 には(社)

日本セラミックス協会の副会長を務め,

セ ラミックス協会百周年事業の推進 な

ど,セ ラミックス業界全体の発展にも大

きく貢献 した.

以上のように,同 氏はタイル ・衛生陶

器等の品質向上と業界発展に大 きく貢献

してきた他,新 規なセラミックス商晶の

開発にも携わり,か つセラミックス協会

副会長を務めるなど,セ ラミックス業界

への功績は極めて多大であり,日 本セラ

ミックス協会功労賞にあたるものとし

て,こ こに推薦する.

略 歴 昭和28年 東京工業大学卒業.同 年伊

奈製陶(株)(現,(株)【NAX)入 社,同53年

取締役.同57年 常務取締役技術本部長.同61

年常務取締役中央研究所長,平 成4年 退任.
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功労賞

不定形耐火物の発展とセラミック教育の

振興への貢献

つき の みつあき

月野 光秋氏

月野光秋氏は,日 本大学工学部を卒業

した後,昭 和44年 日本プライブリコ(株)

に入社 した,以 後,一 貫 して不定形耐火

物の研究開発および製造部門に携わり,

昭和48年 研 究部長 と製造部長 を兼務 し

て,製 品開発および製造部門の全般的統

括を担当した.昭 和54年 には,不 定形

耐火物の当時 までの技術の集大成 とし

て,同 社が刊行 した 「不定形耐火物」の

編集に参画した.同 書は英語版について

も昭和59年 に刊行され,内 外の関係者

から高 く評価された.昭 和56年 に は,

同社取締役に就任 して企業経営の立場か

ら事業拡大に尽力するとともに技術者の

育成にも努め,同 社および耐火物産業界

の進歩発展に大きく貢献 した.

日本セラミックス協会においては,長

年にわたって教育委員会委員を務め,委

貝長,理 事を歴任 して協会の発展に貢献

してきた,と くに,工 業高校セラミック

科教材としてのスライドやサンプルを制

作 し,さ らに授業の副教科書としてのセ

ラミック読本の編算にも参画して,セ ラ

ミックスの啓蒙と教育にも貢献 した.

以上のように,同 氏の企業 ・産業界,

日本セラミックス協会,教 育界への功績

は多大であ り,日 本セラミックス協会功

労賞に値するものとして,こ こに推薦す

る.

略 歴 昭和28年 日本大学工学部工業化学科

卒業,同 年美濃窯業(株)に入社.同44年 同社

退社.同44年 日本プライブリコ(株)入社.同

56年 取締役研究部長兼製造部長,平 成7年 監

査役.同9年 監査役退社.

学術賞

ガラスの変形 ・破壊挙動に関する評価と

構造論的研究

い とう せつろう

伊藤 節郎氏

伊藤節郎氏は,ガ ラスの破壊,特 に,

ガラスの組成 ・構造 とクラックの生成 ・

成長との関係を解明するとともに,得 ら

れた知見に基づき新規な低脆性ガラスの

開発に成功するなど国内外で高い評価を

得ている,以 下にその研究業績を要約す

る.

① ガラスのクラック先端の形状および

その形状変化の機構を解明し,ガ ラスの

破壊に関する新たな知見を提示 した.②

ガラスの脆さの簡便な評価法を提案する

とともに,脆 さと組成との関係を調べ,

特 定の組成領域で脆さが極小値を示しク

ラックが極めて生成 し難 くなることを発

見 した.ま た,組 成が同 じでも,仮 想温

度が高いほど脆さが低 く,ク ラックが生

成 し難いことを見出した.③ 分子動力学

により応力下でのガラスの流動や緻密化

による変形および破壊挙動を調べ,脆 さ

がガラスの網目構造とその網目中の修飾

イオンの動きに依存することを見出し,

脆 さと構造の関係を明らかにした.

以上の研究は,ガ ラスの脆 さの視点か

ら破壊 しにくいガラスを創製するための

新たな指針を示したものであ り,ガ ラス

の科学 ・工学への貢献が極めて大 きく,

日本セラミックス協会学術賞に値するも

のとして推薦する,

略 歴 昭和49年 京都大学大学院博士課程修

了,同 年京都大学化学研究所助手,同59年 旭

硝子(株)入社,平 成8年 同社中央研究所特別

研究員,現 在に至る,こ の間,同55～57年 米

国レンスレアー工科大学博士研究貝,平 成9

年より横浜国立大学非常勤講師,同15年 日本

セラミックス協会理事.工 学博士.

学術賞

光機能性ガラスの開発とそのデバイス応

用に関する研究

にし い じゆん じ

西井 準 治氏

西井準治氏は,光 機能性ガラスの開発

とそのデバイス応用に関する研究に取 り

組んでおり,そ の主な業績は次のとおり

である.

① ガラス表面やゾルーゲル薄膜 にサブ

波長周期構造を形成 し,広 波長帯域 ・広

視野角での表面無反射化 を実証 した.ま

た,サ ブ波長ピッチで高アスペク ト比の

回折素子を先導波路内部に形成 し,超 小

型偏波無依存分波器を試作 した,

② 先導波路の光路長の温度依存性を従

来の1/3以 下に低減させ,温 度制御不要

なデバイスの可能性を示 した,ま た,レー

ザーで導波路に回折格子を書 き込む研究

で,回 折格子の耐熱性を従来の ユ50℃か

ら600℃ 以上に向上させた.さ らに,電

子スピン共鳴で回折格子の形成機構を解

明した,

③ カルコゲナイ ドガラスファイバーを

作製 し,赤 外線ガスレーザーのパワー伝

送ケーブルや室温付近の熱イメージ伝送

バ ンドルを開発 した.ま た,光 増幅に利

用可 能な フッ化鉛系 ガ ラスや,波 長

15μmま で透明なハライ ドガラスを発見

した,

以上のように,光 ファイバーおよび導

波路用ガラスに関する研究業績は,基 礎

から応用まで多岐にわたっており,学 術

的貢献が大きいことから,日 本セラミッ

クス協会の学術賞に十分値するものとし

て推薦する.

略 歴 昭和55年3月 東京都立大学工学部工

業化学科卒業,同57年3月 同大学院工学研究

科修士課程修了.同 年4月 日本板硝子(株)入

社.平 成5年4月 大阪工業技術試験所入所,

現在,産 業技術総合研究所光技術研究部門ガ

ラス材料技術グルーブリーダー.同 ユ4年6月

神戸大学連携大学院自然科学研究科教授.工

学博士.
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学術賞

酸化物系ガラスおよび融液の化学反応と

塩基度概念による評価の研究

まえかわ たかし

前川 尚氏

前川 尚氏は,ガ ラスとその融液にお

ける反応に関 して,塩 基反応の観点 に

立って次のような新たな分野を開拓 して

いる.

① ガラスのNMRに よ り,網 目形成酸

化物が作る構造単位の分布を決定すると

ともに,多 元系ガラスにおいては成分酸

化物問に反応の序列があることを明らか

にした.

② これらの結果を塩基度の概念で評価

するとともに,構 造単位分布 とその融液

の熱力学的諸量 との良好な関係を見いだ

している.さ らに,分 子軌道計算により,

酸塩基反応を微視的な面からも追求 して

いる.

③1600℃ とい う高温での平衡実験方

法を確立し,.そ の結果をガラス製造にお

ける清澄作用と関連させ,[酸 化体]/[還

元体]濃 度比の温度変化の把握ならびに

それを支配する酸塩基反応が重要な因子

であることを解明している.

こ れ ら の研 究 は,基 礎 お よ び実 用 面 で

高 く評 価 され てお り,日 本 セ ラ ミッ クス

協 会 学 術 賞 に値 す る もの と して 推 薦 す

る.

略 歴 昭和41年 北海道大学理学部化学科卒

業.同41年 同大学理学部助手.同55年 講 師,

同62年 助教授.平 成2年 愛媛大学工学部資源

化 学科(現,応 用化 学 科)教 授.同15年U

月愛媛大学副学長(併 任).現 在 に至 る.こ の間,

昭和53-55年 ミュ ンヘ ン大学 にて フンボル ト

財団奨学研究 員.理 学博士.

学術賞

セラミックスおよび複合材料の構造 ・機

能設計技術に関する研究

まつばら ひであき

松原 秀彰氏

松原秀彰氏は,セ ラミックスおよび複

合材料等の構造 と機能の設計技術を,緻

密でかつ系統的な実験 と確固な理論背景

をもつシミュレーション研究によって以

下のように発展させた.① セラミックス

組織形成(焼 結 ・粒成長過程〉について,

分子動力学法によるセラミックス粒界 ・

界面等の設計技術を開発 し,さ らにはモ

ンテカルロ法 ・有限要素法の連携による

焼結シミュレーションに発展させた.②

長繊維複合材料の母相に導電性粒子の連

続構造を形成させ,歪 み ・損傷を電気抵

抗変化により検出できる材料を開発 し,

これを賢材と名付けてコンクリート等の

損傷 ・劣化診断に適用 した.③ サーメッ

ト系硬質材料の組織制御に関する基礎的

かつ系統的な研究成果により,そ れら材

料の特性向上の研究開発を著 しく促進さ

せ た.④PVD窒 化 チタン,熱CVDダ

イヤモンド等のコーティング材料の組織

・特性に関する諸問題を解明し,こ れを

発展 させて電子 ビームPVD法 に よる大

型構造物の耐熱酸化物コーティングに関

する研究を推進した,

同氏のこれらの研究業績は,国 内外の

学会 ・産業界からも高い評価を受けてお

り,日 本セラミックス協会学術賞に値す

るものとして推薦する.

略 歴 昭和55年 東京大学工学部卒業.同

62年 工学博士.平 成2年 同大学先端科学技術

研究センター助教授,同3年 英国オックス

フォード大学材料学科客員研究員,同4年(財)

ファインセラミックスセンター試験研究所主

任研究員,現 在同センター材料技術研究所グ

ループマネージャー主幹研究員,ナノコーティ

ング研究室長.

学術賞

ナノ物質空間を利用する機能材料開発

やまなか しよう じ

山中 昭司氏

機能性材料の開発では対象となる物質

を構成する原子や分子,化 学結合に目が

向けられるが,山 中昭司氏は,そ れらに

残 されるナノ物質空間(す き間)の 重要

性に注 目し,結 晶内部のす き間を利用 し

て,積 極的に構造の化学修飾を行うこと

により,興 味ある新規物性の付与が可能

になることを種々の例により明らかにし

た.代 表的な研究成果に,粘 土有機複合

体の生成機構の解明 と応用,粘 土ケイ酸

塩層間のセラミック架橋によるミクロボ

ア多孔体(ピ ラー ドクレイ)の 創製,リ

ン酸ジルコニウム層間表面への有機基の

グラフトによる無機一有機誘導体の創製,

新規アニオン交換性層状結晶の開発,バ

リウムを内包するシリコンクラスレー ト

化合物の高圧合成 とSi-sp3ネ ッ トワー

クで最初の超伝導体の発見,イ ンターカ

レーションによる電子 ドープ層状窒化物

エキゾチック超伝導体の開発などがあ

る.い ずれも先駆的な研究 として注目さ

れてお り,発 表論文の被引用回数もきわ

めて高い.セ ラミックス研究において「物

質のすき間を利用する機能性材料開発」

ともいえる分野を新たに切 り拓いた山中

昭司氏の研究業績は高 く評価でき,日 本

セラミックス協会学術賞に値する,

略 歴 昭和44年 大阪大学理学部卒業,同47

年同大学理学研究科博士課程中退.同 年大阪

府立大学工学部助手.同51年 より1年 間ペン

シルベニア州立大学博士研究員.同53年 広島

大学工学部助教授.平 成3年 同大学工学部教

授.同13年 同大学大学院工学研究科教授,現

在に至る.理 学博士.
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学術賞

セラ ミックス超塑性の粒界ネッ トワー

ク ・ダイナミクスの研究

わか い ふみひろ

若井 史博氏

セラミックスは強 くて硬いと言う特長

を有する反面,脆 くて脆性的に破壊 して

しまう.若 井史博氏はセラミックスの超

塑性現象に関して,

① ジルコニア多結晶体が超塑性変形を

起こすと言う現象を,世 界で初めて見出

し,セ ラミックスも金属 と同様の超塑性

加工が可能であることを示唆した.

②超塑性を実現させるための材料設計

指針として結晶粒子の微細化を指摘 し,

粒子分散型の複合組織化により,ジ ルコ

ニア系を始めとして,い くつかの複合材

料の超塑性化 を可能にした.

③ セラミック超塑性を促進するために

は,粒 界への液相の導入が有効であるこ

とを見つけ,液 相焼結窒化ケイ素など非

酸化物セラミックスにも超塑性を導入す

るとともに,そ の変形機構(溶 解一析出

機構〉を提案 した.

④ バイオセラミックスのハイ ドロキシ

アパ タイ トを1000℃ で超塑性 させ るこ

とを可能にし,超 塑性加工の実用化に必

要な加工温度低温化の方向を示唆 した.

以上の業績から粒界ネットワーク ・ダ

イナミクス概念の構築までの研究は,国

内外で高 く評価 されてお り,日 本セラ

ミックス協会学術賞に十分値するものと

して推薦する.

略 歴 昭和53年 京都大学理学部卒業.同55

年京都大学大学院理学研究科修士課程修了.

同年工業技術院名古屋工業技術研究所入所.

平成7-11年 科学技術振興事業団国際共同研

究事業セラミックス超塑性プロジェクト代表

研究者.同9年 東京工業大学応用セラミック

ス研究所構造デザイン研究センター教授.工

学博士(京 都大学).

進歩賞

電子セラミックスの分光的評価と新規光

機能に関する研究

おさ だ みのる

長田 実氏

長田 実氏の研究は,電 子セラミック

スにおける分光学的評価法の確立 と光に

より特性を制御する光技術の開拓に集約

される,同 氏は,ラ マン分光法を電子セ

ラミックスの評価 とともに,様 々な環境

下でその場観察する手法を確立 した.特

に,強 誘電体,Li電 池材料,蛍 光体等

においてはX線 評価 で困難 とされる酸

素変位や欠陥まで含めた局所構造の評価

の重要性を実証 し,ラ マン分光法が相同

定,特 性評価に有効な手法 となることを

示した.さ らに同氏は,高 温超伝導体に

おける新機軸の試みとして,光 化学反応

を応用 した光機能の研究を推進 し,可 視

光により構造 と超伝導特性を自在に制御

できる光スイッチングという画期的な発

見を行い,新 概念の光機能の構築と超伝

導応用への重要な指針を与えた.

光 によるこのような分析および特性制

御は,広 くセラミック材料科学において

新たな分野を切 り拓 く技術であ り,そ の

観点からも同氏の研究の果たす役割は大

きい.

よって同氏の研究成果と実績は日本セ

ラミックス協会進歩賞に相応 しいものと

して推薦する.

略 歴 平成10年 東京工業大学大学院総合理

工学研究科材料科学専攻博士課程修了.同 年

理化学研究所基礎科学特別研究員.同13年 日

本学術振興会特別研究員.同 年科学技術振興

事業団さきがけ研究2工研究員.同15年 物質
・材料研究機構物質研究所主任研究員,現 在

に至る.こ の間,同10年 よりチャルマース工

科大学客員研究員.理 学博士.

進歩賞

電子顕微鏡によるセラミック薄膜/Si

積層 構造における極薄Si酸 化膜の機能

と成長に関する研究

き ぐち たかの り

木ロ 賢紀氏

木口賢紀氏は,強 誘電体メモリ等セラ

ミック薄膜 を利用 したSiデ バイスに必

要なジルコニアバッファ層の結晶成長や

電子物性向上のためのSiOπ 層の機能と

成長制御について,TEM観 察 を中心に

研究を行い,セ ラミック薄膜の分野に「高

温その場断面TEM観 察法」を初めて導

入することにより,Sioκ 層 には以下の

3つ の機能があることを見出 した.

①0.5nm以 上の厚さのSio。 層 に存在

す る非晶質性 によ り,ジ ルコニアバッ

ファ層の結晶化に伴 うSi基 板表面近傍

の歪みを解消できる.

②Si基 板 直上2nm以 下 の極薄Siq

層 は完全な非晶質ではなく,局 所的な結

晶秩序 によってSio∬ 層 を介したSi基 板

からジルコニアバ ッファ層への結晶方位

の伝達が可能である.

③LaやTa等 の ドーピングによるジ

ルコニアバッファ層の改質がSio;層 成

長抑制およびバ ッファ層の電気特性向上

に有効である.

以上の業績は,極 薄Sioκ 層 における

「非晶質性」 と 「結晶性」の共存が,Si

基板 上へのセラ ミック薄膜のエ ピタキ

シャル成長に重要な役割を果たす という

新しい考え方.を提案するものであり,セ

ラミック薄膜をS玉デバイスとインテグ

レー トするための萌芽的研究 として電子

セラミックス分野の発展に貢献できる.

よって,日 本セラミックス協会進歩賞に

値するものとして推薦する.

略 歴 平成5年 東京工業大学工学部無機材

料工学科中退(と び級),同7年 学位授与機構

学士取得.同7年 同大学大学院理工学研究科

同専攻修士課程修了,同9年 同大学同研究科

同専攻博士後期課程修了.同9年 日本学術振

興会特別研究員,同10年 同大学工学部助手.

同14年 同大学総合分析支援センター助手,博

士(工 学),
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進歩賞

熱電変換材料の開発およびその応用に関

する研究

しん う そ く

申 ウソク氏

熱電変換材料は分散型発電システム,

マ イクロ動力源,さ らにはセンサー等へ

の応用が期待されている.し たがって,

その優れた材料の開発およびそれを生か

した応用技術の開拓は,セ ラミックス分

野の重要なテーマの一つ となっている.

申ウソク氏は熱電材料開発の先駆的な

研究を行い,以 下の新 しい応用への展開

に成功 した.① 加圧焼結法を用いて,酸

化物熱電材料が直接接合 したpn素 子を

開発 した.こ れは高温部で金属電極を一

切使用 しないタイプの素子で,世 界で初

めての開発である,こ の素子を直列に接

続 したモジュールを作製 し,高 温熱電発

電を実証 した.熱 電発電に一つの見通 し

を示したものといえる.② 熱電機能 と触

媒反応の二つの現象を利用 した新 しい室

温作動型熱電式水素ガスセンサーを提

案 ・開発 した.こ れは,熱 電変換材料の

特徴 を生かした自発的な電圧信号型であ

るため,出 力信号処理にかかるさまざま

な周辺装置を減らす,最 も実用化の可能

性が高いセンサーと期待 されるものであ

る.

以上の研究成果は,熱 電材料だけでは

なく,機 能性材料のデバイス開発の発展

にも有益な指針を与えるものである.以

上の業績により,当 協会の進歩賞に値す

るものとして推薦する,

略 歴 平成4年 韓国科学技術院(KAIST)

学部卒業.平 成6年KAIST修 士課程修了,同

年KAIST委 嘱研究員.平 成9年 日本学術振

興会特別研究員.平 成10年 工学博士(名 古屋

大学工学研究科),同 年工業技術院名古屋工業

技術研究所(現,産 業技術総合研究所)入 所,

現在に至る.

進歩賞

有機成分をハイブリッド化したセラミッ

クス医用材料に関する研究

つ る かん じ

都留 寛冶氏

CaOとSio2を 基本 とする従来のセラ

ミックス材料は,体 内でその表面に自発

析出したアパタイト層を介して骨と直接

接合(組 織融合)す る,し かし,セ ラミッ

クスであるがゆえに軟組織代替材料 とし

ての使用は難しい.都 留寛治氏は,無 機

成分と有機成分のハイブリッド化を基本

的設計指針 として,高 次に組織 と適合す

る材料の設計 ・創製に取 り組んだ,そ の

結果,超 音波 を用いて組織融合性ガラス

微粉末を高分子基板表面に打ち込むマク

ロ型複合材料,あ るいは,分 子 レベルで

CaやSi-0等 無機成分を天然または合成

有機鎖で修飾した柔軟性 ・組織融合性ナ

ノハイブリッド材料を開発 した,こ れら

新規材料の体液環境下における石灰化や

細胞の適合性について詳細に検討 し,材

料か ら溶出 したCa2+イ オ ンが骨石灰化

の核生成速度を増加 させること等を解明

した,ま た,細 胞培養実験から,多 孔質

化ナノハイブリッドは細胞組織工学にお

ける足場材料(scaffold>と して応用で

きることを示 した.

このように,都 留寛治氏はセラミック

ス系新規医用材料の開発に成功 し,医 用

材料の新たな設計指針を与え,そ の新展

開の基礎を築いたといえる.よ って,同

氏を本協会進歩賞の候補者として推薦す

る.

略 歴 平成6年 岡山大学工学部生体機能応

用工学科卒業.同8年 同大学院工学研究科生

体機能応用工学専攻修了.同8年 日本学術振

興会特別研究員.同11年 同大学院自然科学研

究科物質科学専攻博士課程修了,同11年 同大

学工学部生物機能工学科助手.博 士(工 学).

進歩賞

ラマン散乱およびX線 回折による高機

能セラミックスの構造科学

ふ じもり ひろたか

藤森 宏高氏

藤森宏高氏は,セ ラミックスの構造と

高機能化 との関係 について,X線 回折

だけでなく,分 光学的な手法を導入する

ことにより,そ の基礎科学的な領域で下

記に示す顕著な業績を蓄積 した,そ れら

は,

①複雑な組成や構造を有する物質の高

純度合成法の開発 と特性評価,

②軽元素を含む化合物や長距離秩序が

保たれていない構造への,ラ マン分光手

法や固体NMR法 の適用によるキャラク

タリゼーションへの挑戦.

③ 紫外ラマン分光法の導入 と手法の改

良により,最 高2000℃ を超える高温領

域での"そ の場"測 定の実施と,得 られ

たデータ解析手法への考察.

な どである,ま たその間に,実 験装置や

計測手法への独 自の改善にも,積 極的に

挑戦している,

これらの成果は,日 本セラミックス協

会学術論文誌および国際学術論文誌に掲

載 され る と と もに,そ の デ ー タはICDD-

JCPDSカ ー ド,NIST(米 国 セ ラ ミッ ク

ス協 会)出 版 の状 態 図集 な ど に掲 載 さ れ,

国 際 的 な 評 価 も高 い,よ っ て 日本 セ ラ

ミ ック ス協 会 進 歩 賞 に十 分 値 す る もの と

して推 薦 す る,

略 歴 平成5年 中央大学理工 学部卒 業,同

7年 東京 工業大 学大学 院総合理工 学研 究科修

士 課程修 了,同9年 博士後 期課程 修 了,同9

年日本学術振興 会特 別研 究貝,同9年 ～14年 山

口大学 工学部助 手,同13年 一14年 マサチ ュー

セッツ工科大学博士研究 員,同14年 山 口大学

大学 院医学研究 科助 手,同16年 助教授,現 在

に至 る.博 士(理 学).
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進歩賞

ガラスの破壊特性の支配要因に関する

研究

よし だ さとし

吉田 智氏

ガラスの破壌特性の支配要因の解明

は,大 面積薄型平板ディスプレイなどの

開発に不可欠である,吉 田 智氏は,平

技術賞

繊維強化セラミック複合材料のエンジン

への適用

いしざき まさ と

石崎 雅人氏
むらた ひろしげ

村田 裕茂氏

しげがき やすひろ

茂垣 康弘氏
みやはら かおる

宮原 薫 氏

航空宇宙産業の基幹部品である原動機

分野においてはより高い熱効率を得るた

めに高靱性セラミックス材料の適用が試

みられてきたが,信 頼性が高度に要求さ

れる航空宇宙用エンジンに使用するため

にはセラミックスの脆さを克服すること

が必要とされていた.本 研究では従来二

か月と言う長時間を要していたSic系 繊

維強化セラミックス複合材料の母材形成

に関 し,SiC含 有気体含浸法とSiC系 液

体樹脂含浸法を組み合わせることによ

り,形成時間を大幅に短縮すると同時に,

形成される母材の密度 を高める技術を世

界に先駆けて開発 した.こ の材料は繊維

強化セラミック複合材料 としては世界最

高レベルの強度を示 し,ジ ェットエンジ

ン,ロ ケットエンジンなど三次元形状の

部品への適用が可能になった.既 にこの

技術を適用 したエンジン部品の使用が進

みつつあり,搭 載試験において性能と信

頼性が確認されている.海 外他社への技

術供与が行われるなど国際的にも高い評

価を受けており,こ の分野における国際

レベルの独 自技術 としての意味は大 き

く,日 本セラミックス協会技術賞に値す

る.

所属等

石崎雅人 石川島播磨重工業(株)技術開発本

部生産技術センター生産技術開発部課長.

村田裕茂 石川島播磨重工業(株)技術開発本

部生産技術センター生産技術開発部課長代

理,

茂垣康弘 石川島播磨重工業(株)技術開発本

部生産技術センター生産技術開発部課長.

工学博士,

宮原 薫 石川島播磨重工業(株)技術開発本

部管理部部長代理.

技術賞

強誘電体メモリーの高信頼性化技術の開

発と実用化

かめはら のぶ お

亀原 伸男氏
くりほら かずあき

栗原 和明氏

クロス ジェフリー スコット氏

つか だ みねはる

塚田 峰春氏

強誘電体メモリーは高速 ・低消費電力

を特長とする新しい不揮発性メモリーで

あ り,IT産 業の将来を担うデバイスと

して期待 されているが,信 頼性確保が難

しいことから大規模の量産化は困難で

あった,亀 原伸男氏 らは,強 誘電体メモ

リーの量産レベルでの高信頼性化につな

がる以下の取組みを行 うことによって,

その製品化に大きく貢献 した.

・強誘電体キャパシタのスイッチング特

性を低下させる水素劣化に関して,重

水素を用いる拡散現象の評価などの新

たな手法 を用いることで水素の主たる

侵入経路を明確にし,そ れに基づいた

対策により,製 晶化を促進 した.

・酸素18同 位体を用いてアニールプロ

セスにおける酸素拡散メカニズムを解

明し,ア ニール条件を最適化 した.

・走査型プローブ顕微鏡を用いる強誘電

体キャパシタの新しい評価技術を開発

し,歩 留まり向上を実現 した.

・新たな強誘電体のスイッチングモデル

を見出し,効率的な設計を可能とした.

これらの成果は強誘電体メモリーの普

及拡大に大きく寄与するものであり,日

本セラミックス協会技術賞に値するもの

として推薦する.

所属等

亀原伸男(株)富 士通研究所 材料 ・環境技

術研究所所長.工 学博士.

栗原和明(株)富 士通研究所 物質研究部部

長.

クロス ジェフリー スコット(株)富 士通

研究所 物質研究部主任研究員.Ph.D.

塚田峰春(株)富 士通研究所 ナノ電子材料

研究部主任研究員.
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技術賞

超大型高純度天然石英ルツボの開発と製

品化

さ さ き たけ お

佐々木 丈夫氏
ふもと なおたか

麓 直隆氏

つじ よしゆき

辻 義行氏
かん だ みのる

神田 稔 氏

デバイス集積度の飛躍的な増加に伴

い,半 導体メーカーでは300mmの シ リ

コンウェハの投入が本格化 してきてい

る.こ れに先立 ち,佐 々木丈夫氏 らは

400mmの シ リコンウェハの開発 に協力

し,そ の単結晶の引き上げに使用する40

イ ンチの超大型高純度天然石英ルッボの

量産技術 を確立 し,併 せて300mm結 晶

用大型石英ルッボの品質を大幅に向上さ

せた.そ の概要は,① 清浄かつコンパク

トな大電流アーク溶融設備を開発 した,

②原料石英中の不純物精製技術 を開発

し,石 英ガラスの強度向上と単結晶育成

時の有転移化抑制を可能とした.③ 形状

の最適化と厚肉化を達成するアーク溶融

条件を確立し,大 型化に伴い増大する熱

負荷によるルッボの変形を抑制した.④

同時に,透 明ガラス層中の微小気泡含有

率 を極 限 まで 低 減 し,単 結 晶 育 成 時 の 有

転 移 化 抑 制 を可 能 と し た.本 成 果 は 約

70%の 世 界 シ ェ ア を持 つ 日本 の ウ ェ ハ

メ ー カ ー と半 導 体 産 業 に大 き く貢 献 す る

もの で あ り,日 本 セ ラ ミッ クス 協 会 技 術

賞 に値 す る もの と して推 薦 す る.

所属等

佐 々木丈夫 ジャパ ンスーパー クオーッ(株)

秋 田事業所製造部部長.

麓 直隆 ジャパ ンスーパ ー クオ ーツ(株)技

術顧 問.

辻 義行 ジャパ ンスーパ ー クオーッ(株)秋

田事業所常務取締役副事業所長.

神田 稔 ジャパ ンス ーパ ー クオーツ(株)秋

田事業所開発 部部 長補佐.

技術賞

ナノ粒子 コーティング機能性フィルムの

開発 と商品化

たかはし けん じ

高橋 賢次氏
もと き とおる

元木 徹氏

なかぺつ ぷ てつ?

中別府 哲也氏
か とう ひろつぐ

加藤 博貢氏

高橋賢次氏らは,ナ ノ粒子分散系機能

性塗料 と連続的な薄膜加工技術とを組み

合わせ たウエットコーティング法 によ

り,低 コス トで大量生産可能なナノ粒子

コーティング機能性フィルムを開発 ・製

品化 した.

本技術で得 られた成果を列挙すると,

① 業界で初の最外層へのゾルーゲル膜の

採用による優れた表面硬度 と耐擦傷性の

実現 ②ナノ粒子の採用による光の散乱

の抑制と,これによる高い透明度の実現,

③ 選択吸収材料 との複合化による画像の

鮮明化の実現.④ 大量生産技術の確立 と

PDP(プ ラズマディスプレイパ ネル)

への適用の実現,等 である.

本技術による機能性 フィルムは,国 内

外のPDPに 反射防止材料 として広 く採

用されてお り,PDPの 普及 とともに,

向 こう数年間にわたり年率20%以 上 の

延びが期待できる.

以上の ように,同 氏 らの業績はセラ

ミックスナノ粒子の利用分野の開発 と工

業化に大きく寄与 した.よ ってここに,

日本セラミックス協会技術賞を受賞する

に値するものとして推薦する.

所属等

高橋賢次 住友大阪セメント(株)新材料事業

部サブグループリーダー.

元木 徹 住友大阪セメント(株)新材料事業

部チームリーダー.

中別府哲也 住友大阪セメント(株)新材料事

業部チームリーダー.

加藤博貢 住友大阪セメント(株)新材料事業

部主任.

技術賞

貴金属粉体へのセラミックコーティング

技術の実用化

なかやま かずたか

中山 和尊氏
なが い あつし

長井 淳 氏

とみ た ひでゆき

富田 秀幸氏

最近の各種チップ部品やセンサー等は

高集積化,高 密度化,高 信頼性化,高 周

波化が進んでお り,そ の中でグリーンセ

ラミックと電極の多積層同時焼成化技術

がこれらの諸問題に対応するキーテクノ

ロジーとして注目されていた.そ こでグ

ルーンセラミックと電極の多積層同時焼

成化の問題となったのが,セ ラミックと

電極の焼成収縮挙動のミスマッチによる

構造欠陥であった,従 来の技術ではセラ

ミック粉末(共 材等)を 金属粉に混ぜて

この収縮 ミスマッチの調整を行っていた

が,多 積層化,薄 層化,高 周波化,高 信

頼性化に対 し満足できなかった.そ こで

中山和尊氏らは電極材料の貴金属粉体の

改質に注目し,貴 金属粉体表面に均一な

ナノレベルのセラミックコーティングを

行うことに成功 し,多 積層同時焼成化に

お け る電 極 とセ ラ ミ ッ クの焼 結 の 一体 化

と各 々均 一 な膜 を形 成 可 能 に し,構 造 欠

陥 抑 制,超 薄 層 同 時 焼 成化,信 頼 性 向 上

に大 き く貢 献 した.本 技術 は セ ンサ ー用

Ptペ ー ス ト,高 周 波部 品 用Agペ ー ス ト

等 に応 用 展 開 し,商 品 化 され て お り,日

本 セ ラ ミッ クス協 会 技 術 賞 に 推 薦 す る.

所属等

中 山和 尊(株)ノ リ タケ カンパ ニー リミテ ド

セ ラミック ・マ テリアル事業本部理事 、

長井 淳(株)ノ リタケ カンパ ニー リミテ ド

セ ラミック ・マ テリアル事業本部参事.

富 田秀幸(株)ノ リ タケ カンパニー リミテ ド

セラミック ・マ テリアル事業本部主事,
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技術奨励賞

含フッ素化学溶液(CSD)法 に よる

高特性YBa2Gu307一 κ超伝導薄膜作成

あら き たけ し

荒木 猛司氏

(超電導工学研究所)

磁場中液体窒素冷却で高特性が得られ

るYBa3Cu307一κ超伝導薄膜の低 コス トプ

ロセスとして化学溶液法が有望視されて

いる.特 にその一種で トリフルオロ酢酸

塩を用いる金属有機物堆積法は大面積で

高特性の薄膜が再現性 よく得られること

から注目されている.こ のプロセスの特

徴は仮焼膜中のナノ微結晶が本焼後に解

消することであるが,そ の機構は未解明

であった.荒 木猛司氏はフッ素を含む中

間体形成条件を規定し新たな成長モデル

を構築することにより,中 間体が微結晶

を解消すること,未 転化のナノ微結晶に

よる化学量論ずれが表面近傍の異相形成

原因となり超伝導特性が低下することを

合理的に説明した.ま たこのモデルを利

用 し,ナ ノ微結晶を極小 とする仮焼の実

施や,本 焼時の多量加湿によりナノ微結

晶の中間体転化を促進させ,そ のことに

より異相形成を抑制 しYBazCu307.∫ 層 を

増加 させ ることにより,10MA/cm2を

超 す高特性を高い再現性で実現するプロ

セスを確立 した.

これらの成果は低コス ト大面積高温超

伝導薄膜の製造に道を開 くものであ り,

日本セラミックス協会技術奨励賞に値す

るものとして推薦する,

略 歴1990年 東京大学工学部工業化学科卒

業,(株)東 芝に入社.溶 融炭酸塩型燃料電池

の開発に従事.1998年 より(財)国際超電導産

業技術研究センター超電導工学研究所へ出向,

1999年 より化学溶液法によるY系 超電導体開

発に従事.2001年 低温工学会より奨励賞,

2002年 日本化学会より技術進歩賞を受賞.現

在,材 料物性研究部主任研究員.

技術奨励賞

低損失マイクロ波誘電体材料の

研究開発

しま だ たけ し

島田 武司氏

((株)NEOMAX)

島 田 武 司 氏 はBMT[Ba(Mgレ3Ta2β)03]

等 に代 表 され る マ イ ク ロ波 誘 電体 材 料 の

比誘電率,9値,ザ 値 に関 し,格 子振

動モー ドの観察により,材 料が高誘電率

化 ・低損失化 し,ま た げが変化するメ

カニズ ムを解 明 し,極 めて低損 失 な

BMT材 料 とその生産技術 を開発 した.

この低損失BMTは 通信基地局で使用す

るU・15GHz帯 の共振器 として生産 さ

れ,今 後さらにミリ波領域での使用にも

期待される(以 下概要).

①BMT系 で,Q値 が220cm　 」付近の格

子振動の変化に現れること,ま た高誘電

率化,げ が特定の格子振動の振動数や

ダンピング定数に依存することを見出し

た,

② さらに,Mgの 一部をZnで 置換 し,

焼 結条件を適正化することで,高Q,高

誘 電率で温度特性の安定 した材料を開発

し,準 ミリ波帯の誘電体共振器を生産 し

て い る.

③BMTよ りも誘 電 率 が 高 いBZT[Ba

(Znl/3Ta2の03]に 対 し,こ の 解 析 手 法 を

適 用 し,高 周 波用 共振 器 の更 な る小 型 化

に 貢 献 し た.こ れ らの 業 績 は 日本 セ ラ

ミ ッ クス 協 会 技術 奨励 賞 に値 す る もの と

して推 薦 す る,

略 歴1994年 大阪大学大学 院工 学研 究科博

士後期 課程(原 子力工 学)修 了.同 年 住友特

殊 金属(株)(2004年4月 よ り(株)NEOMAX)入

社研 究開発部配属.山 崎事業部技術部 を経 て,

現在研 究開発セ ンタセ ラミックス研 究 グルー

プ副主任研 究員.低 損失誘 電体材料 の開発 と

損失 メカニズ ムの解析 につい て研 究.工 学博

士(大 阪大学).

技術奨励賞

環境負荷物質フリー自動車用

熱遮断ガラス組成の開発

せ と ひろみつ

瀬戸 啓充氏

(日本板硝子(株))

瀬戸啓充氏 らは,環 境負荷物質である

Se(セ レン)を 使用 しない,自 動車用

の熱遮断ガラス組成の開発を行った.そ

の概要 として,①Seの 代 替物質 として

4配 位のNiを 用 い,そ の4配 位Niを 安

定的に得るために,自 動車用ガラスの製

造ライン中にあった冷却工程を有効に活

用する方法を開発 した.② 組成中に含ま

れるNiは,硫 化ニッケル(Nis)に よる

ガラスの自然破壊の問題があるため,そ

の使用には慎重である.同 氏らはこの問

題についても検討を行い,実 生産におい

て問題 とならない低 レベルのNiSに 抑

えることを行った,③ 上記検討の結果同

氏 らが開発 したガラス組成は,自 動車用

熱遮断ガラス として実生産に用いられ

「レガー ト⑪」の商品名でシリーズ化 さ

れ,多 くの製晶を生み出している.④ こ

のガラス組成に関する特許は,現 在日米

欧を中心に延べ60件 出願 され,延 べll

件 が登録となり,ガ ラス生産を強力にサ

ポー トする存在 となっている.ガ ラス組

成の技術的な課題解決に留まらず,製 造

上の問題解決,特 許として製品の保護ま

でに及ぶ同氏の功績は大 きく,技 術奨励

賞に推薦する.

略 歴1992年 東京大学工学部材料学科卒

業.1994年 同大学院工学系研究科材料学専攻

修了,同 年4月 日本板硝子(株)入社,千 葉工

場配属.1995年7月 技術研究所関西センター

配属,ガ ラス組成開発に従事.2003年4月 よ

り技術企画室知財グループ配属.
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技術奨励賞

圧電セラミックスの微細構造と

材料設計技術の研究および開発

はやし こういち

林 宏一氏

((株)村田製作所)

林宏一氏は電子スピン共鳴法等による

圧電セラミックスの微細構造の研究で得

られた知見をもとに,圧 電応用製品の積

層化による小型 ・高性能化 に必要な圧電

材料の低温焼結化や特性向上が実現でき

る材料設計の指針を見出した,

主要業績を挙げると,① 電子スピン共

鳴法により圧電セラミックス中の微量添

加物の存在位置や原子価状態を研究し,

その価数が焼成過程や添加量等によって

変化することを明らかにしたこと.② 圧

電セラミックス中の添加物の原子価状態

がプロセスによって変動することに着目

し,3成 分系PZTセ ラ ミックスを構成

するアクセプターの価数をドナーとの存

在比により制御することで,積 層化 に不

可欠なPZTの 低 温焼結化の可能性を示

唆 したこと.③ 積層型圧電素子の新しい

構造を提案 し,圧 電セラミックスの更な

る小型 ・高周波化への応用の可能性を示

唆したこと,等 である.

以上のように同氏の業績は,積 層共振

子を用いた小型フィルターや積層圧電デ

バイスの実用化に大きく寄与するもので

あり,日 本セラミックス協会技術奨励賞

に値するものとして推薦する.

略 歴 ユ988年3月 広島大学理学部物性学科

卒業,1990年3月 同大学院理学研究科博士課

程前期修了,同 年4月(株)村 田製作所入社.

材料開発部にて圧電セラミックス材料の研

究・開発に従事.現 在,材 料開発センター材

料統括部積層技術開発部開発1課,課 長.

技術奨励賞

アルミナ材料の機械的特性改善

およびその応用

みつおか たけし

光岡 健 氏

(日本特殊陶業(株))

近年,セ ラミックス材料の諸特性を改

善する研究が進み,炭 化物,窒 化ケイ素

や窒化アルミニウムなど,機 械的,熱 的

に優れたセラミックス材料の応用が進ん

でいる.し か しながら,そ のコス ト面,

性能面での制約から,汎 用材料としての

利用がなかなか進まないのが実情であ

る.本 研究では,最 も古 くから用いられ

ているセラミックス材料の一つであ り,

近年は学術的な注目を集めることも少な

いアルミナ材料に関 して,そ の特性改善

の技術研究を地道に行い,優 秀な成果を

収めた点が注目に値する,特 に,高 温強

度に大きな影響を与える粒界相の研究お

よび緻密な組織に微量の希土類元素を添

加する研究を行うことにより,その結果,

靱性に優れた板状晶アルミナ,さ らには

高温硬度に優れた希土類 ドープアルミナ

などの開発に成功 し,ア ルミナセラミッ

クスの組織制御技術の実用化,工 具の長

寿命化を実現した,アルミナ材料は強度,

耐熱性,耐 食性などにおいて本来優れた

特性を持ち,コ ス ト面でのバランスでも

秀でた性質を備えてお り,こ の極めて使

いやすい材料に注目し,更 なる特性改善

の可能性を追及 し成果につなげた本業績

の意味は大きく,技 術奨励賞に値する.

略 歴1987年3月 金沢大学工学部工業化学

科卒業.1989年3月 同大学院工学研究科修士

課程修了.同 年4月 日本特殊陶業(株)入社.

主にアルミナ,窒化ケイ素等の構造用セラミッ

クスの材料開発およびその応用に従事.総 合

研究所主任.

技術奨励賞

微量成分の挙動解析に伴 うMg系

およびNi系 フェライ ト材料の高性

能化に関する研究

むら せ たく

村瀬 琢氏

(TDK併 朱))

フェライト材料は一般にその低価格化

のために純度の低い安価な工業原料を活

用することが多い.そ のなかで高性能な

フェライトを製造するためには,微 量成

分の挙動を解析し,微 細構造を制御する

ことが必要である,村 瀬氏は,Mg系 お

よびNi系 フェライ ト材料の高性能化 に

取 り組み,以 下のような重要成果をあげ

た.

・Mg原 料中のガラス化成分の挙動に注

目し,そ れに対処することによってコ

アロスを40%減 少 させた.

・Mg系 フェライト用工業原料中の特定

イオンが塩を形成し,か つその形態が

微細構造および磁気特性に影響するこ

とを明らかにした.

・NiCuZnフ ェ ライ トの組成改善 によ

り,電 波吸収体の整合厚みを20%低

減 し,同 時に困難とされていた低周波

側の電波吸収帯域を15MHz伸 ばす ご

とに成功 した.

・Mg系 フェライトに特定元素を置換す

ることにより初透磁率の緩和現象が起

きることを見出し,そ の機構を明らか

にした.

これ.らはMg系 お よびNi系 フェライ

ト材料の高性能化に大きく寄与するもの

であ り,日 本セラミックス協会技術奨励

賞に値するものとして推薦する.

略 歴 平成4年3月 東北大学工学部分子化

学工学科卒業.同 年4月TDK(株 〉入社,
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功績賞

京燐陶磁器製造技術の開発,技 術指導

および後継者育成

いま い かん じ

今井 寛冶氏

今井寛治氏は,昭 和52年 京都市工業

試験場に入所以来26年 にわた り陶磁器

製造技術の開発研究,企 業への技術移転

を行い,京 焼を申心とした陶磁器業界の

発展に大きく貢献した.以 下に主な業績

を要約する.

①京焼で使用する原料 ・素地の基礎特

性を究明し,特 に京焼を代表する色絵陶

器素地と紬薬の熱膨張の関係 を解明し,

微細貫入を有する粟田素地調合法を確立

した.

②都市ガスの天然ガス転換に伴い,メ

タンを主成分としたガス燃料による陶磁

器還元焼成挙動を調べ,都 市ガス焼成技

術の確立,普 及を図った,

③色絵陶磁器の鉛溶出問題に対 し,低

膨張で高い化学的耐久性 を有する無鉛和

絵具の開発 ・商品化に成功 し,平 成13

年 よ り販売している.本 絵具は現業製造

条件を変更することなく無鉛化に移行で

きるため,今 後の食品衛生法の規制強化.

にも対応が可能となる,

④ 京都市が実施する伝統産業技術者研

修にて,後 継者育成 と研修事業の運営に

携わ り,京 都のみならず日本各地の陶磁

器産地に多数の修了生を送 り出 してい

る.

以上,同 氏が陶磁器の研究開発,指 導

を通 した陶磁器産業の活性化ならびに技

術的発展に対する貢献は顕著であ り,日

本セラミックス協会功績賞に値するもの

として推薦する.

略 歴 昭和50年3月 京都工芸繊維大学工芸

学部無機材料工学科卒業,同52年3月 同大学

工芸学研究科無機材料工学専攻修士課程修了.

同年4月 京都市工業試験場(現,京 都市産業

技術研究所工業技術センター)入 所,窯 業技

術研究室勤務.平 成元年4月 主席研究員,同

11年4月 研究担当課長.
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